
当
賀
町
田
崎
な
る
者
に
こ
の
笥
裂
を
許
可
す
る
こ
と
L

ミ
し
、
木
島
平
兵
衛
以
下
ミ
人
に
務
札
し
た
が
、
そ
の

一
ト
倒
的
が
低
限
に
過
ぎ
て
、
到
底
永
ね
し
得
な
い
こ
と

一
乞
問
。
、
従
来
の
江
戸
中
荷
持
と
江
戸
三
度
飛
脚
と

を
合
同
せ
し
め
、
新
た
に
江
戸
三
度
飛
脚
と
稿
し
て

九
日
・
十
九
日
・4
u
九
日
を
差
京
日
と
し
た
。
後
果
し

て
卒
兵
衛
等
は
そ
の
識
を
陵
し
た
か
ら
、
三
度
飛
脚

の
義
武
日
を
四
日
九
日
・
十
四
日
・
十
九
日
・
廿
四

日
・

H
九
日
の
六
回
と
し

、
滞
の
急
用
あ
る
時
は

別
に
早
打
宇
一
銭
し
、
諸
士
の
依
頼
あ
る
時
も
亦
仕
市

飛
仰
を
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
江
戸
三
度
飛

脚
の
管
制
棋
は
、
町
人
若
干
名
の
抹
立
に
な
っ
て
ゐ
た
。

ヱ
ド
ジ
ョ
ウ
テ
ン
シ
ユ
ダ
イ
江
戸
城
天
主
蓋

明
M
N
三
年
正
且
十
三
日
江
戸
本
叩
脚
本
妙
寺
か
ら
失
火

し
、
江
戸
城
及
び
市
出
円
過
牢
を
焼
失
し
、
十

一
一
品
除

人
の
焼
死
者
を
出
し
た
。
こ
の
時
前
回
綱
紀
は
天
主

夜
祭
遣
の
命
を
受
け
、
笠
年
三
且
十
四
日
起
工
し
、

九
月
十
一
日
に
来
っ
て
抽
出
成
せ
し
め
た
。

エ
ド
ジ
リ
ヨ
ウ

磁
土
寺
領
時
限
四
年
八
且
七

日
制
砧
術
部
碩
親
禿
の
判
岱
に
、『
磁
土
寺
領
分
加
賀

凶
行
且
庄
内
証
問
郷
内
月
的
五
町
、
千

m郷
内
供
料

内
二
町
、
同
月
峰
三
町
、
来
延
名
問
地
、
木
材
岨
村
千

得
名
琵
町
、
月
的
二
町
、
謡
選
問
二
町
、
松
尾
町
陸

段
。
』
と
あ
る
。

エ
ド
チ
ユ
ウ
エ
モ
チ
江
戸
中
荷
持

金
締
・
江
戸

間
に
は
、
前
回
綱
紀
の
初
附
か
ら
大
使
が
あ
っ
て
荷

物
を
迩
搬
し
た
が
、
後
そ
れ
よ
り
も
少
聞
の
荷
物
を

取
扱
ふ
も
の
に
江
戸
中
荷
持
を
生
じ
た
。
然
る
に
元

総
十
年
大
使
と
申
荷
持
と
は
合
同
し
て
、
郭
ら
江
戸

巾
荷
持
と
郡
す
る
こ
と
に
な
り
、
差
立
日
を
九
日
・

十
九
日
・
廿
九
日
と
定
め
た
。
こ
の
中
荷
持
は
、
滞

用
の
荷
物
一
・
悦
日
ま
で
を
、町
山
質
輸
送
す
る
義
務
を

d
H
a
y
て
ゐ
た
。
正
徳
王
年
江
戸
中
荷
持
は
、
江
戸
三

エ
ト
l

エ
ヌ

度
飛
闘
と
合
同
し
て
、
中
荷
持
の
名
巴
噌
付
随
し
た
。

一
五
十
石
、
県
力
二
人
・
足
純
二
十
人
内
小
頭
二
人
、手

Z

ド
ド
ウ
チ
ユ
ウ
キ
江
戸
建
中
記

二
川
o

一
一
符
二
人
自
分
に
下
さ
れ
、
御
下
原
蚊
閥
抗
許
鍛
需
を
命

名
辺
住
認
。
浅
加
久
間
引
若
。
金
持
か
ら
下
街
泊
4
V
P

純

一
ぜ
ら
れ
て
、
御
附
御
問
等
は
放
の
如
〈
勤
め
た
。
手

て
江
戸
に
京
る
聞
の
情
腕
・路
料
・名
所
掃
す
キ
-
記
し
た

一
保
二
年
御
必
、
比九
円
代
り
役
は
な
く
佐
川
閥
殴
で
あ

も
の
で
、
向
越
中
小
杉
か
ら
白
山
泊
、
三
日
山
か
ら

-
る。

愛
本
辺
、
信
州
安
阪
か
ら
松
本
泌
が
附
紘
せ
ら
れ
て

一

エ
ナ
ミ
リ
ュ
ウ
イ
穂
並
立
意

協
は
信
雄
o
明

民
る
。
今
市
町
末
に
正
徳
元
年
臨
月
久
政
相
誠
徒
と
あ

ヲ
和
元
年
本
滋
の
御
邸
側
と
し
て
初
出
さ
れ
、
サ
抗
人

る
が
、
久
数
軒
は
久
間
山
軒
の
お
で
あ
ら

4
0

-扶
持
や
受
け
た
が
、
三
年
放
し
て
跡
R
相
約
を
命
ぜ

エ
ド
ヒ
ケ
シ
ヤ
ク
江
戸
火
消
役

i
ジ
ヨ
ウ
ピ

-
ら
れ
な
か
っ
た
。

ケ
Y
ヤ
ク
定
火
消
役
。

一

エ
ヌ
ノ
オ

Z
江
沼
臣

姓
氏
鈴
に
『
江
約
問
。
石

エ
ド
マ
チ
江
戸
町

』
ケ

Y

ロ
ク

エ
Y

徒
六

一
川
氏
同
氏
。
出
ν
自
ヨ若
子
宿
禰
-o』
と
あ
っ
て
、
若
子

問。

二
市
耐
は
蹴
我
氏
で
あ
る
。
こ
の
江
泌
氏
の
族
人
は
後

エ
ド
マ
チ
テ
イ
江
戸
町
事

↓

ケ

Y

ロ
ク
エ

y

一
世
一
大
に
繁
{
附
し
た
も
の
と
見
え
て
、
欽
明
三
十

一
年

俊
六
例
。

一
紀
に
は
越
凶
人
江
泊
院
総
代
が
あ
り
、
叉
鈍
趨
九
年

ヱ
ド
ル
ス
ヰ
江
戸
留
守
居

江
戸
御
同
国
司
日
の

一
紀
に
は

k
m江
泊
同
師
廊
比
が
あ
っ
て
外
従
荒
位
下

起
原
は
不
明
で
あ
る
が
、
司
市
脳
元
年
に
は
今
枝
民
部

一
世
授
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
女
腐
は
諸
氏
の
貸
す
る
所
で

近
訟
が
命
ぜ
ら
れ
、
冗
文
元
年
本
多
安
門
山
政
長
・長

一
あ
る
か
ら
、
腕
蘇
比
も
江
泊
の
氏
人
の
一
寅
し
た
も
の

九
郎
左
衛
門
泌
頼
の
雨
入
が
命
ぜ
ら
れ
た
。

民
の
後

一
で
あ
ら
う
。
次
い
で
廷
料
引
四
年
紀
に
は
江
沼
臣
小

寺
西
若
狭
努
院
が
任
ぜ
ら
れ
、
こ
れ
よ
り
人
持
組
か

一
前
あ
り
。
天
平
一
-
一
年
の
総
前
凶
疋
税
帳
に
江
治
測
定

内
抽
出
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
然
る
に
貸
永
市
年
前

一
政
江
川
山
聞
大
波
・間
ヰ
.
桜
花
泊
悶
入
臨
あ
り
。
同
沢
年

間
吉
徳
夫
人
の
入
典
後
、
年
計
衆
交
は
一
生
老
役
の
内

一
の
雄
前
同
郡
病
根
に
江
抑
制
大
領
江
川
山
臣
武
良
士
が

か
ら
読
め
る
こ
と
に
な
っ
た
お
、
此
の
役
は
中
絶
し

一
あ
り
、
天
平
十
-
一
年
の
組
前
凶
江
沼
部
山
背
郷
計
帳

た
。
卒
保
十
年
十
ご
月
Ju
抗
日
叉
寺
凶
前
夜
努
一
山

・
一
に
花
泊
間
体
山
平
加
非
・
江
泊
阿
川
族
忽
人
あ
り
。
点
削
叫

別
問
勘
僻
同
学
和
・
奥
村
総
部
自
辿
エ
一人
が
江
戸
御

一
元
年
紀
に
江
泊
悶
川
子
あ
り
o
同
八
年
紀
に
江
泊
喪

留
守
町
と
な
り
、
制
来
辿
抑
と
し
た
が
、
災
何
十

一
一
都
良
川騨
日
あ
り
。
史
宵
担
正
Mm
四
年
の
僚
に
大
勝
少

年
軍
政
夫
人
の
入
典
後
、
家
老
来
の
中
一
人
光
臨
め

一
邸
江
沼
延
則
あ
り
。
除
門
大
成
抄
長
徳
二
年
の
僚
に

た

mwび
中
絶
し
た
。
次
い
で
覧
政
一
二
年
正
月
九
日

一
山
城
徹
大
岡
江
沼
宿
謝
部
以
・
宅
殿
様
少
鹿
江
沼
宿

に
織
同
主
稔
議
方
、
七
年
に
永
原
作
品
院
孝
閉
山
が
任
ぜ

一
一
耐
安
氏
が
あ
ろ

o
m拡
揮
す
の
姓
青
宿
耐
と
し
た
は
、

ら
れ
た
が
、
八
年
十
月
引
入
日
各
稗
役
し
て
ま
た
巾

一
後
世
改
め
た
も
の
で
あ
ら

4
0
明
野
郡
縦
に
見
え
る

絡
し
た
。

一
長
治
二
年
の
附
に
加
賀
凶
新
鋭
江
沼
成
安
が
あ
り
、

エ
ド
ル
ス
ヰ
バ
ン
江
戸
留
守
居
番

江
戸
御
留

一
法
一
時
験
記
に
加
賀
凶
人
に
し
て
訂
泊
氏
た
る
天
台
座

守
民
需
は
元
政
十
年
間
九
月
二
十
七
日
大
小
将
組
駒

一
中
延
品
あ
る
如
き
も
、
皆
そ
の
出
自
脅
同
じ
〈
す
る

列
奥
兵
術
直
流
が
命
ぜ
ら
れ
、
物
…肌
拙
列
で
役
料
一山
一
も
の
で
あ
ら
う
。

Z
Z
ノ
テ
ニ
ノ
ミ
ヤ
ツ
コ
江
沼
園
造

市
出
事
記

=

凶
造
本
記
に
『
江
沼
凶
室
。
柴
原
朝
御
附
o
訴
費
出
同

=

組
。
武
内
宿
禰
四
枇
早
川
。
志
抽
出
紡
足
尼
定
」
一
路
凶
益
三

と
あ
っ
て
、
そ
の
江
泊
は
後
に
江
沼
・
能
努
二
市
と

な
っ
た
地
を
さ
す
。
柴
別
相制御
附
は
反
正
天
引
で
あ

る
。
際
裁
恒
は
姓
氏
録
に

『諒
何
。
キ
元
天
出
ん
子

彦
太
忽
信
命
之
後
也
。
』
と
出
で
、
古
原
記
に
武
内
宿

禰
の
七
男
二
女
世
務
げ
た
る
う
ち
、
蘇
設
石
川
市
耐

者
以
て
そ
の
組
な
り
と
し
、
石
川
宿
舗
の
末
弟
若
子

宿
割
問
は
、
江
沼
財
院
の
組
で
あ
る
と
記
さ
れ
る
。
さ

れ
ば
凶
這
に
定
め
ら
れ
た
志
彼
粉
足
尼
は
、
若
干
宿

禰
三
世
の
荷
な
る
べ
く
、
姓
氏
録
に
『
江
沼
院
。
石

川
氏
周
氏

omv自一
一若
子
街
劇
、
』

と
い

へ
ろ
に
符

郎
官
合
す
る
。

Z

ヌ

マ

江

沼

郡
平
昨
日
日
世
間
間
務
永
二
年
六
且
加

賀
凶
合
格
の
段
に
、
『源
氏
約
て
ひ
ら
買
に
攻
、
一附

田
・熊
坂
・江
沼
訟
を
も
実
越
て
、
街
路
ま
で
こ
そ
追

懸
た
れ
。』
と
あ
る
。
越
脅
到
三
州
芯
に
は
、
江
泊
は

榔
名
で
、
村
内
閉
す
に
今
は
な
い
と
い
ふ
が
、
能
淀
川

に
能
笑
あ
り
、
期
制
的
加
に
羽
咋
あ
る
却
で
、
古
へ
ζ

の
郡
中
に
江
泊
村
が
在
っ
た
の
で
あ
ら
号
。

エ
ヌ
マ
ゴ
ホ
リ
江
沼
郡

部
名
の
江
沼
は
、
も

と
江
沼
凶
遣
の
管
治
し
た
地
で
、
域
内
に
柴
山・
今

江
・木
場
の
三
測
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
附
近
祖
伽

の
地
が
多
か
っ
た
か
ら
名
を
得
た
も
の
で
あ
る
。

制
名
の
初
見
は
正
倉
院
文
部
天
平
三
年
二
月
の
越
前

凶
正
投
帳
、
同
五
年
悶
三
月
の
越
前
凶
榔
宿
帳
で
、・

天
平
十
二
年
の
越
前
凶
江
沼
畑
山
背
郷
前
総
も
諮
っ

て
ゐ
る
。
約
日
本
紀
に
は
、
天
M
T
開
H

字
六
年
四
且

に
越
前
凶
江
沼
畑
山
背剛却
の
戸
沢
十
姻
世
間
寺
に
施

入
し
、
聞は狛
十
一
年
の
阪
大
寺
資
財
帳
に
は
、
健
前

-江
泊
樹
木
期
計
前
倒
一
容
が
あ
る
。
弘
仁
イ
四
年
三

且
加
賀
凶
テ
一
也
く
に
及
び
江
泊
怖
は
之
に
臨
し
、
六

九
五


